
Ⅱ きらきらと輝く人が育つまち
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教育相談事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○教育相談事業 ３，２１６万円

児童生徒の心の悩みや不安などをじっくり聞き、その問題解決にあたるため、南風原町教育相

談支援センター（心の教室）を設置し、青少年教育相談員を配置します。

また、児童生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげることができるよう第三者的な存在とし

て各学校に心の教室相談員（６名）を配置し、学校や関係機関と連携をとりながら、不登校や児童

虐待など、児童生徒を取り巻く問題に対して速やかに対応します。

特別な支援を要する児童生徒については、特別支援教育相談員を配置し、就学相談等の保護

者の支援に取り組みます。

さらに、学校に作業療法士を派遣し、児童生徒の多様性に対応した学習環境を構築し、不登校

の未然防止に取り組むとともに、中学校には、不登校の生徒の支援として適応指導教室、自立支

援教室を設置し学習支援員を配置します。

主な経費 教育相談員・学習支援員報酬等 １，７４９万円

心の教室相談員謝礼金 ９１３万円

作業療法士派遣・Q-Uテスト委託料 ５２３万円

消耗品費・電話代 ３１万円

ご相談はこちらまで 南風原町教育相談支援センター

○青少年教育相談員 ： 城間 明

○心の教室相談員 ： 中村 正枝 ・ 濱里 苗美 ・ 山田 マキ

崎原 祝子 ・ 矢野 朋子 ・ 上村 康代

○特別支援教育相談員 ： 嘉数 栄子

場 所 南風原町総合保健福祉防災センター（ちむぐくる館）内

電 話 番 号 ０９８－８８９－０５０１

※ お気軽にご相談ください。

安らぎと豊かな人間関係、生きる力を育む、家庭教育
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子ども平和学習交流事業
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○子ども平和学習交流事業 １４１万円

町内の子どもたちが、戦争と平和、差別と人権について学習を深めるための事業です。町内小

学校６年生８人を対象とします。仲間とともに学習を深めながら、平和や人権をめぐる事柄への関

心を高め、視野を広げることをねらいとします。

経費は、主に県外研修の旅費や宿泊費などに使われます。数回の座学と体験者講話、県内で

の研修を経て、県外研修を行います。令和６年度は南風原の児童が学童疎開をした1944年から8

0年の節目であるため、学童疎開受け入れ先だった宮崎県を訪れて当時の状況を学ぶとともに、

現地の方々との交流などを行います。そして、学んだことを発表し、報告書にまとめます。

１．県内での研修

①学習会

沖縄戦やアジアの戦争の流れ、広島原爆、南風原の

沖縄戦、学童疎開の実態などについて、資料や映像を

用いながら学習します。学童疎開の体験者からもお話

をうかがう予定です。また、ハンセン病などの人権問題

についても事前学習を行います。

②戦跡めぐり

町内、町外の戦跡をめぐり、沖縄戦について体験を通した学習を行います。

（左）南風原町・黄金森にて 飯上げ体験 （右）読谷村 チビチリガマ

③人権学習

名護市の屋我地にある国立療養所沖縄愛楽園を訪ね、交流会館の展示室見学、納骨堂や面

会室などの敷地内の見学、学芸員からの解説を聞くなどして、ハンセン病の差別、人権問題につ

いて学習します。

地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育
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地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

愛楽園敷地内 （左）納骨堂前、（右）面会室にて 学芸員の解説を聞く

２．県外研修

令和６年度は、南風原の学童疎開の受け入れ先だった宮崎県を訪れ、当時の子どもたちの

経験を学びます。また、戦後も様々な事情で宮崎にとどまった人々による沖縄出身者集落で、

戦後の暮らしや沖縄人差別の問題について学習し、現地の方々と交流することで、学びを深め

ます。

※写真は令和５年度の県外研修の様子（京都・広島にて韓国朝鮮人差別、ホロコースト、広

島原爆について学び、地元の高校生と交流学習を行いました。）

▲京都：ウトロ平和祈念館見学 ▲京都：地元の高校生との交流学習会

▲広島：ホロコースト記念館 ▲広島：被爆地戦跡めぐり

地元の中学生ガイドから解説を受ける



- 18 -

地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

３．報告会・報告書刊行

学習したことを仲間で協力してまとめ、家族や学

校の先生方、関係者に報告発表します。

また、研修を通して考えたことや感じたことを作文

にまとめ、報告書として刊行します。

経費内訳 引率旅費（職員特別旅費等） １４万円

平和学習ガイド、講師謝礼金等 ８万円

施設使用料 １万円

補助金（児童８人旅費等) １０５万円

補助金（引率教諭旅費等） １３万円

国際交流事業（育英会）
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○国際交流事業（育英会） ７３６万円

町内の青少年リーダーを海外に派遣し、教育・文化・歴史・産業などの視察学習、現地のミドル

スクール（中学校）体験入学やホームステイを行っています。この事業では、国際的視野を広める

とともに、ホームステイ先の家族らとの交流を深め、国際時代に柔軟に対応できる青少年を育てる

ことを目的としています。訪問先はアメリカ合衆国ハワイ州と町の友好都市であるカナダ国レスブリ

ッジ市で交互に行っています。令和２、３、４年は新型コロナウイルスの影響で中止となりましたが、

令和５年度はアメリカ合衆国ハワイ州へ中学生（１０名）を派遣。今年度はカナダ国レスブリッジ市

へ中学生（１０名）を派遣します。

主な経費

国際交流事業に参加する生徒への育英会補助金

７３６万円

１．事前研修

訪問国の教育・文化・歴史等について勉強します。また、南風

原町についての調べ学習、英会話レッスン、および現地で発表

する踊りなどを事前研修にて練習します。

事前研修結団式
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地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

２．本研修

訪問先では、教育・文化・産業施設等の現地視察及びミドルスクール（公立中学校）への体験学

習を通して同世代の子と交流をしています。またホームステイも実施しています。

ミドルスクールでの様子 ホストスチューデントとホノルル動物園にて

３．事後研修

本研修で学んだ事を日本語と英語で報告書を作成します。また、育英会長・保護者・学校関係

者・事前研修講師等に向けて報告会も開催しています。

放課後子ども教室推進事業
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○放課後子ども教室推進事業 ４５９万円

各小学校区において、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用して行われます。地域の

方々が子どもたちと一緒に勉強やスポ－ツ・文化活動を行うことで、地域住民との交流の場を創

り、子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進します。

主な経費

謝礼金（コーディネーター、協働活動サポーター、講師） ４４２円

消耗品費 ４万円 保険料等 ８万円

クリスマスケーキ作り ハロウィンイベント
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地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

地域学校協働活動推進事業
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○地域学校協働活動推進事業 ７６２万円

地域の学校支援ボランティアが、町内各小・中学校の依頼に応じた１学校支援活動を展開する

ことで、子どもたちは多様な体験ができ、学校教育の充実を図ります。また、地域住民が自らの経

験や知識を子どもたちの教育に生かし、地域のきずなづくりにつなげることで、地域の教育力向上

を図ります。

主な経費

謝礼金（実行委員、コーディネーター（６名）） ７００万円

ボランティア懇親会費等 ２２万円 印刷製本費 １７万円 役務費等 ２３万円

学習支援の様子 クラブ活動支援の様子

はえばる大学運営事業
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○はえばる大学運営事業 １３万円

生涯学習の一環として広く仲間づくりを行いながら、自主的な学習活動の支援を行うことを目的

に大学を設置しております。南風原町の歴史・文化やまちづくりについて、町内巡りや学芸

員による講話、まちづくりに関する方からの講話より学習します。令和５年度は全１０回

のカリキュラムを９名が修了しました。

主な経費

謝礼金（講師、運転手） １０万円

消耗品費 ２万円

燃料費 １万円

まちまーい（フィールドワーク）

津嘉山地域振興資料館
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地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

陸軍病院壕公開活用事業
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○陸軍病院壕公開活用事業 ４９５万円

陸軍病院壕公開活用事業は、見学者の受付や日々の安全確認を行う管理人の報酬費、壕内

の安全管理のための委託料など、陸軍病院壕の公開活用のための予算です。

南風原町は、平成２（1990）年に太平洋戦争（沖縄戦）時の“負の遺産”である「沖縄陸軍病院南

風原壕」を全国に先駆けて町の文化財（史跡）に指定しました。戦争体験者が減少していく中、沖

縄戦の記憶を後世に伝える「生き証人」としての壕を保存していくことがその目的でした。

文化財指定の後、平成19（2007）年には20号壕の一般公開を開始しました。ガイドの案内で壕

内に入り、そこで起きた出来事を聞き、暗闇や空気を感じる体験を通して、戦争の悲惨さや愚か

さ、平和を創造することの大切さを学ぶことができる場として活用しています。

令和４年度から、新型コロナウイルス対策に必要な換気を行うと壕内の風化が進んでしまうことを

考慮し、制限を設けながら戦跡の活用を行っています。令和６年４月現在、見学者数はコロナ禍以

前と比べ６割程度の回復に留まっているため、町観光協会などと連携し活用を進めていきます。

主な経費

１．報酬 ２５９万円

・見学者の受付や壕内に設置されている観測機器の計測、ガイドのスケジュール調整等を

行う管理人の報酬などです。

２．職員手当等および旅費 １０８万円

・管理人の期末手当および交通費などです。

３．需用費 ４３万円

・見学者に配布するリーフレット作成費や設備の修繕料、電気料金などです。

４．役務費 １万円

・見学者の安全を確保するための保険料です。

５．委託料および使用料 ８４万円

・壕内の臭気再現および安全を管理するための委託料および機材の使用料です。

壕見学の様子 壕内部設備点検の様子
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公民館活動の充実事業
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○公民館活動の充実事業 ３，７９１万円

生涯学習の活動拠点として公民館学級講座、サークル活動及び各種社会教育団体等の充実

発展を目指して事業を展開いたします。

また、黄金ホールを活用し、保育園・幼稚園から高校・大学等の教育活動の発表会や音楽・芸

能・舞踊などの発表の場として、利用者・来場者の期待に応える施設作りを目指して参ります。

主な経費

公民館長、管理事務員、管理人（２名）、清掃員(２名)、公民館運営審議委員

報酬・手当等 １，１８０万円

光熱水費 ７８６万円

冷房管理委託料など施設の管理委託費 １，６３６万円

他、コピー機使用料など事務経費 １８９万円

公民館講座事業
（担当：教育部 生涯学習文化課 課長：野原 学）

○公民館講座事業 １００万円

令和５年度は１８講座を開催し、２６２人が受講しました。幅広い年齢層に対応できるよう毎年趣

向をこらして開催しております。また、各自治公民館でも出前講座を10回開催。

また「生涯学習・公民館まつり」を行い、自治公民館の実践発表や、公民館サークル会員が日頃

の練習の成果を発表しています。

主な経費 公民館講座講師謝礼金 １００万円

♪ 令和５年度の公民館講座 ♪

自分で出来るハンドマッサージ&爪ケア、手ごねパン教室、子ども三線教室、スマ－トフォン講

座(初級・中級)、バル－ンア－ト、沖縄の野草を見つけよう、島ぞうりアート、整理収納（断捨

離）、くらしとお金のセミナー（FP講座）、夢ロゴアート、体に優しい発酵おうちごはん、貯筋体

操教室、読み聞かせ講座、フラワーデザイン講座、正しい歩き方と靴の知識、アメリカンフラワ

ーの魅力、ドローン教室（全18講座）

ドローン教室 フラワーデザイン講座 体に優しい発酵おうちごはん

地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育
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地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

国際交流拠点ネットワーク推進事業
（担当：総務部 企画財政課 課長：玉那覇 和彦）

○国際交流拠点ネットワーク推進事業 ３，０８０万円

南風原町はカナダ国アルバータ州レスブリッジ市と平成１５年（２００３年）に友好都市を締結し、

令和５年度（２０２３年）で２０周年を迎えました。友好都市締結以降は町内中学生をレスブリッジ市

へ派遣をはじめ、レスブリッジ市やカナダ沖縄県人会等との交流を続けています。今後も更なる相

互交流を深めるため、レスブリッジ市で記念事業を開催し、友好都市締結２０周年の振り返りや伝

統芸能披露、物産ＰＲを行い、相互理解を深めるとともに、多元的な交流を行います。

■主な経費

派遣に係る経費 １，４１３万円

特産品ＰＲに係る経費 ６３６万円

その他経費 １，０３１万円

▲平成27年度 沖縄県人カナダ移民115周年記念式典派遣事業の様子
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学校給食用材料に係る経費
（担当：教育部 教育総務課 課長：比嘉 純子）

○学校給食用材料に係る経費 ２億９，８２５万円

学校給食費は、幼稚園児月額３，２００円（一人当たり、一食２２０円）、小学生月額４，５００円（一

人当たり、一食２４８円）、中学生月額５，０００円（一人当たり、一食２７５円）の１１カ月分の給食費

を徴収しています。また、一食あたりの平均栄養基準は、幼児４９０ｋcal、小学校６５０ｋcal、中学校

８３０ｋcaｌになっています。

学校給食共同調理場では、総合的な安全管理を基本に、常に児童、生徒等に安全・安心でお

いしい給食を提供するためにできる限り県内産、町内産を利用するように努めています。

平成２５年度から開始した幼稚園給食（５歳児）に続いて平成２８年度には、４歳児の給食も開始

し令和６年度の学校給食用食材料費は、6,007食数分となっています。

▲給食センターの見学 ▲人気の献立メニューカレーライス

調理場施設維持管理事業
（担当：教育部 教育総務課 課長：比嘉 純子）

○調理場施設維持管理事業 ２，５８９万円

園児・児童・生徒のみなさんからの給食費は、すべて給食の材料費として使っています。給食を

作るためには調理場の電気代、水道料金、ガス代、食器を洗う洗剤等消耗品代などの経費が必要

になります。また、平成２７年度からは、調理員等の通常検便に加えてノロウイルスの検査も実施し

て食中毒等の重大事故を発生しないようさらに衛生安全も徹底しています。

主な経費 ボイラー用等燃料代 ７１１万円

光熱水費 １,０９３万円

その他(消耗品等） ７８５万円

個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を地域と育む、学校教育
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学校給食共同調理場にはこんな機械があります

ガススチ－ムコンベクションオ－ブン：スチ－ムやオ－ブン等で調理する機械です。

食缶類洗浄機 ： ２本のレーンで、高さの異なる食缶などを超高圧水で洗浄します。

食器類洗浄機 ： 食器の洗浄、整理まで自動処理します。スプーンなども自動洗浄します。

消毒保管庫 ： 食器や食缶の消毒効果を高めるため、蒸気で温熱殺菌した後保管します。

高速ミキサー ： 液体の撹拌・混合作業、タレ作りなどの機械。

自動フライヤー ： 揚げ物によって、油温を調節し、美味しく調理することができます。

▲フライヤーでの作業 ▲サイの目切り機での作業

就学奨励事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○就学奨励事業 １億１，１１９万円

経済的な理由等で児童生徒の学校生活が円滑に行われないといったことがないよう、対象とな

る小・中学校の児童生徒の保護者に学用品費、修学旅行費、学校給食費などの援助を行っており

ます。この事業には国、県からの補助金も含まれており、内訳は下記に示したとおりとなっておりま

す。

主な経費

要保護準要保護児童生徒援助費 １億９１７万円

特別支援教育就学奨励費 ２０２万円

【内訳】

国庫補助金 １０５万円

町負担分 １億１０１４万円

個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を地域と育む、学校教育
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幼稚園就園援助事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○幼稚園就園援助事業 ２８２万円

町立幼稚園に通う園児の幼稚園生活が円滑に行われるように、生活保護世帯及びその援助の

対象となる園児の保護者に対し、預かり保育にかかるおやつ代を町が援助を行います。

主な経費

幼稚園就園援助費 ２８２万円

幼稚園にかかる経費（各幼稚園経費除く）
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○幼稚園全体にかかる経費 １億５，３７１万円

南風原町では、平成２８年度より各幼稚園で４歳児保育を開始し、２年保育を実施しています。

主な経費

園長・学校医等に係る費用 １，９０４万円

幼稚園教諭、事務等会計年度任用職員に係る費用

５，０８２万円

○預かり保育事業

幼稚園の教育時間終了後、共働き等の保護者ニーズに応え預かり保育を実施しています。

予算としては、会計年度任用職員等の賃金を経費を計上しています。

土曜預かりについては、２園合同で行っています。

また、預かり保育は、平成27年度より子ども・子育て交付金の「一時預かり事業」となり、国から一

部補助金を受けています。

主な経費

預かり保育会計年度任用職員報酬等 ８，３８５万円

個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を地域と育む、学校教育
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幼稚園にかかる経費
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○各幼稚園にかかる経費 ２，４２９万円

町内４幼稚園の園児たちが安心して幼稚園での生活が送れるように施設の維持や教材費にか

かる経費となっています。建物の修繕費、電気・水道などの光熱費、行事で使う事務用品代を支出

しています。

主な経費

南風原幼稚園 ６５０万円 北丘幼稚園 ６０６万円

津嘉山幼稚園 ６８３万円 翔南幼稚園 ４９０万円

個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を地域と育む、学校教育
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英会話教育の充実
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○英会話教育の充実 ２，７４７万円

１．中学校での英会話教育

国際理解教育の一環として、英語を母国語とする外国人とのコミュニケーションにより英語に

親しみ、また国際社会で使える英語を習得させることを目的として、南風原中学校、南星中学校

にそれぞれ１名の外国人英語指導助手（ALT）を配置します。

主な経費

外国人英語指導助手報酬（諸手当含む） ９１４万円

２．小学校での英会話教育

町では、いろいろな国を学ぶための学習のひとつとして、英語教育活動を行い、児童が英語

に触れたり、外国の文化に慣れ親しむ体験活動を行っています。そのために、町内にある４つの

小学校に、英語に関する専門的な知識をもった６名の日本人の英語指導助手（JET）を配置しま

す。

主な経費

小学校英語指導助手報酬（諸手当含む） １，８３３万円

個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を地域と育む、学校教育
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学校教育事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○学校教育事業 ４，４７７万円

学校教育課が管理する小・中学校や幼稚園に関する経費で、町内全ての学校で共通して必要

な事に使います。例えば、小中学校のパソコンのサーバーの保守管理委託料やＰＣソフトランセイ

ンス使用料、などの費用を支出しています。

主な経費

学校情報推進員報酬 ４７２万円 町学力向上推進委員会補助金 １４９万円

パソコン保守管理委託料 ４４２万円 島尻地区教育研究所負担金 ４４３万円

サーバー使用料 １２５万円 部活動等外部指導員謝礼金 １，２２９万円

ライセンス使用料 １２１万円 その他の経費 １，４９６万円

▲令和５年度教育長表彰の様子

特別支援教育支援員（ヘルパー）配置事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○特別支援教育支援員配置事業 １億２，４２３万円

発達障害や肢体不自由などの障がいを持った幼児・児童・生徒が町内の幼稚園や小学校、中

学校に通園・通学しています。障がい児一人ひとりの教育を保障し、自立して生きていくことのでき

る力を育むことが重要となっています。

その幼児・児童・生徒達が安心・安全に学校生活を送ることができるよう支援するため、特別支

援教育支援員を配置し、始業時から下校時までの間を支援しています。令和６年度は、幼稚園に

２７名、小学校に２３名、中学校に６名を派遣します。

主な経費（内訳）

幼稚園 ５，１９７万円 小学校 ５，７０７万円 中学校 １，５１９万円
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学力調査事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○学力調査事業 １，２１８万円

１．事業の目的

学力調査等により個々の学力を把握することで、一人ひとりの課題を明確にし、学習の目的

意識の醸成をはじめ、「わかる授業」の強化や家庭学習の習慣化を通して「確かな学力」の向上

に繋げる。

２．事業内容

①標準学力調査 小学校４校 ２年：国語・算数

②学力調査の実施 中学校２校 ３年：国語・数学・理科・社会・英語

③リーディングスキルテストの実施 小学校４校 ５年～６年 、中学校２校 １年～２年

④外部講師による公開授業等の実施

⑤到達度確認問題について

３．経費（委託費） １，２１８万円

① 学力調査委託料 ５６０万円

(１) 標準学力調査（小学２年） ８７万円

(２) 学力調査（中学３年） ７５万円

(３) リーディングスキルテスト（小学６年、中学１～２年、教員） ３９８万円

② 講師委託料 ３８万円

③ 達成度確認テスト委託料（中学校） ６２０万円
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学校ICT推進事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○学校ICT推進事業 １，４０２万円

学校においてパソコン等のICT機器を充実させ、機器を活用した授業の機会をつくるなど、魅力

ある授業を行うことで、学力向上を図ります。

令和６年度は、学校ICT支援員1名の委託を行い、

新たにクラスが増える学校へ、電子黒板一式の整備を行います。

また、令和６年度小学校教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備を行います。

主な経費

１．ICT支援員委託料 ７２６万円

・小学校費 ４８４万円

・中学校費 ２４２万円

２．ライセンス使用料 ２６万円

指導者用デジタル教科書：１年ライセンス

・小学校費 ２６万円

２．備品購入費 ６５０万円

電子黒板一式

指導者用デジタル教科書の購入

・小学校費 ５７３万円

・中学校費 ７７万円

▲R５年度導入した液晶モニター型電子黒板
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小学校（学校管理費・教育振興費）
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○小学校（学校管理費・教育振興費） １億２，５１７万円

町内にある４小学校（南風原小学校、津嘉山小学校、北丘小学校、翔南小学校）の子どもたち

が安心して学校生活を送れるように、学校設備の維持・管理及び各教科やクラブ活動などにかか

る経費となっています。学校管理費として、学校で使う電気・ガス・水道の光熱水費、学校施設の

修理などの費用に使われます。また教育振興費として、各教科で使う教材や備品などの費用とし

て使われ、例えば体育で使うマットや図工で使う絵画作品乾燥棚などを購入する経費となっていま

す。

南風原小学校にかかる経費 ３，２５７万円 北丘小学校にかかる経費 ３，２１２万円

津嘉山小学校にかかる経費 ３，５２９万円 翔南小学校にかかる経費 ２，５１９万円

▲令和５年度に購入したパーテーション（管理）と逆上がり補助器（体育）
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中学校（学校管理費・教育振興費）
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○中学校（学校管理費・教育振興費） ６，３３７万円

町内にある２中学校（南風原中学校、南星中学校）の生徒たちが安心して学校生活が送れるよう

に、学校設備の維持・管理及び各教科の教材などにかかる経費となっています。

学校管理費として、学校で使う電気・ガス・水道の光熱水費の費用、学校施設の修理などの費

用に使われます。また教育振興費として、各教科で使う教材や備品などの費用として使われ、例え

ば体育で使うロイター板やプール用コースロープなどを購入する経費となっています。また、各種

大会で優秀な成績を納めた生徒たちを県大会や九州大会などへ派遣する費用も支出していま

す。

南風原中学校にかかる経費 ３，３８１万円 南星中学校にかかる経費 ２，９５６万円

▲令和５年度に購入した走高器具（振興）

個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を地域と育む、学校教育



- 34 -

学習支援員配置事業
（担当：教育部 学校教育課 課長：宮良 泰子）

○学習支援員配置事業 ３，７８２万円

町立小・中学校に学習支援員を２名づつ（計１２名）配置し、個別に学習支援を必要とする児童

生徒に対して、同支援員を活用し基礎学力を定着させます。また、教育相談事業においても、町

立中学校（２校）へ適応教室指導員、自立支援教室指導員（各１名ずつ）の学習支援員を配置して

います。

主な経費

小学校 ２，５０１万円

中学校 １，２８１万円

学習支援員による指導風景

幼稚園体育活動充実事業
（担当：教育部 教育総務課 課長：比嘉 純子）

○幼稚園体育活動充実事業 １９０万円

各町立幼稚園の５歳児、４歳児を対象とし、幼少期に運動する楽しさを実感してもらうことにより

その後の運動習慣を身につけるため、専門的な知識を持つ講師による体育指導を実施します。

主な経費 幼稚園体育活動充実支援委託料 １９０万円

【バルーン遊び】 【跳び箱】

南風原町立４幼稚園 逆上がり・跳び箱３段習得者数一覧表（令和５年度実績）

幼稚園５歳児数 ３３７人

逆上がり習得者数 １８１人 逆上がり習得割合 ５３．７％

跳び箱３段習得者数 ３１３人 跳び箱３段習得割合 ９２．９％

体育遊びが好きな人 ３１７人 体育遊びが好きな割合 ９４．１％
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小学校照明ＬＥＤ化事業
（担当：教育部 教育総務課 課長：比嘉 純子）

○小学校照明LED化事業 ９７５万円

南風原町立小学校の各体育館は、災害時の避難箇所に指定されているが、現在設置されてい

るハロゲンタイプの照明器具は、災害時の避難所としては不向きなものであることから、避難所とし

て有効な調光式ＬＥＤ照明に変更する事で避難生活環境の質の向上を計る目的の事業です。ま

た、照明をＬＥＤ化することで低炭素化社会の実現にも貢献します。令和５年度に翔南小学校体育

館を整備し、令和６年度は南風原小学校を整備していきます。

主な経費 事業計画

南風原小学校体育館ＬＥＤ工事費 ９７５万円 Ｒ5年度 翔南小学校体育館

Ｒ６年度 南風原小学校体育館

Ｒ７年度 津嘉山小学校体育館

【内訳】

町債（町の借金） ９７０万円

一般財源 ５万円

南風原小学校体育館
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